
－1－ 

実 技 試 験 

☆☆☆解答に当たっての注意事項☆☆☆

・ 試験問題については、特に指示のない限り、２０２２年１０月１日現

在施行の法令等に基づいて解答してください。なお、東日本大震災の

被災者等に対する各種特例等については考慮しないものとします。

・ 次の各問について答えを１つ選び、その番号を解答用紙にマークしてく

ださい。



 

－2－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第１問】下記の（問１）、（問２）について解答しなさい。 

 

問１ 

 ファイナンシャル・プランニング業務を行うに当たっては、関連業法を順守することが重要である。 

ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）の行為に関する次の記述のうち、最も不適切な

ものはどれか。 

 

１．弁護士資格を有していないＦＰが、離婚後の生活設計について相談された顧客の依頼により、その

顧客の代理人として相手方との離婚時の財産分与について話し合いを行い、報酬を得た。 

２．社会保険労務士資格を有していないＦＰが、顧客の「ねんきん定期便」等の資料を参考に、公的年

金を繰下げ受給した場合の見込み額を試算した。 

３．税理士資格を有していないＦＰが、参加費有料のセミナーにおいて、仮定の事例に基づき、一般的

な税額計算の手順を解説した。 

 

  



 

－3－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

問２ 

 下記は、平尾家のキャッシュフロー表（一部抜粋）である。このキャッシュフロー表の空欄（ア）、

（イ）にあてはまる数値の組み合わせとして、正しいものはどれか。なお、計算過程においては端数処

理をせず計算し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。  

 

＜平尾家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円) 

※年齢および金融資産残高は各年１２月３１日現在のものとし、２０２２年を基準年とする。 

※給与収入は可処分所得で記載している。 

※記載されている数値は正しいものとする。 

※問題作成の都合上、一部を空欄にしてある。 

 

１．（ア）５３１ （イ）７８８ 

２．（ア）５３２ （イ）７９６ 

３．（ア）５３２ （イ）７９５ 

  

経過年数 基準年 １年 ２年 ３年 ４年 

西暦（年） ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５ ２０２６ 

家族・ 

年齢 

平尾 保孝 本人 ５２歳  ５３歳  ５４歳  ５５歳  ５６歳  

   菜々 妻 ５１歳  ５２歳  ５３歳  ５４歳  ５５歳  

   美優 長女 １８歳  １９歳  ２０歳  ２１歳  ２２歳  

ライフイベント 

 

 
美優 

大学入学 
  

住宅ローン 

の繰上げ 

返済 
変動率 

収入 

給与収入（本人） １％ ４７３ ４７８    

給与収入（妻） １％ ５１１    （ ア ） 

収入合計 － ９８４ ９９４ １,００４ １,０１３  

支出 

基本生活費 ２％ ４０２ ４１０    

住宅関連費 － １８６ １８６ １８６ １８６  

教育費 － １６５ ２００ １３０ １３０ １００ 

保険料 － ６２ ６２ ６２ ６２ ６２ 

一時的支出 －         ４００ 

その他支出 － ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ 

支出合計 － ８６５ ９０８  ８５５ １,２３３ 

年間収支   １１９ ８６  １５８  

金融資産残高 １％ ７０２ （ イ ）    



 

－4－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第２問】下記の（問３）～（問５）について解答しなさい。 

 

問３ 

 下記＜資料＞の投資信託を５０万口購入する場合の購入金額として、正しいものはどれか。なお、解

答に当たっては、円未満を切り捨てること。 

 

＜資料＞ 
 

約定日の基準価額（１万口当たり） １９,８５５円 

購入時手数料（税込み） ２.２０％ 

運用管理費用（信託報酬・税込み） 年０.６６％ 

 

１．   ９９９,３０２円 

２． １,０１４,５９０円 

３． １,０２１,１４２円 

 

問４ 

 ＦＰの井上さんが行った単利と複利に関する次の説明の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合

わせとして、最も適切なものはどれか。なお、問題作成の都合上、一部を空欄（＊＊＊）としている。 

 

 

単利とは、当初の元金に対してのみ利息を計算する方式のことで、算出式は「＊＊＊」です。一

方、複利とは一定期間ごとに支払われる利息を元本に含めて、これを新しい元金として利息を計算

する方式のことをいいます。再投資される期間によって、１ヵ月複利、半年複利、１年複利という

種類があり、利率や期間など他の条件が同じであれば、利息の再投資期間が（ ア ）方が満期時

の元利合計は多くなります。１年複利の元利合計額（税引前）の算出式は「（ イ ）」です。 

 

 

１．（ア）長い （イ）元利合計額（税引前）＝元本×（１＋利率）×預入年数 

２．（ア）短い （イ）元利合計額（税引前）＝元本×（１＋利率)預入年数 

３．（ア）短い （イ）元利合計額（税引前）＝元本×（１＋利率×預入年数） 

  



 

－5－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

問５ 

 下記＜資料＞に基づくＴＸ株式会社の投資指標に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

なお、購入時の手数料および税金は考慮しないこととする。 

 

＜資料＞ 
 

［株式市場に関するデータ］ 

 

（出所：日本経済新聞 ２０２２年５月２１日朝刊 １８面） 

 

［ＴＸ株式会社に関するデータ］ 

株価 １,９００円 

１株当たり純利益（今期予想） １３７円 

１株当たり純資産 １,０７０円 

１株当たり年間配当金（今期予想） ６５円 

 

 

１．株価収益率（ＰＥＲ）で比較した場合、ＴＸ株式会社の株価は日経平均採用銘柄の平均（予想ベー

ス）より割安である。 

２．株価純資産倍率（ＰＢＲ）で比較した場合、ＴＸ株式会社の株価は東証プライム全銘柄の平均より

割安である。 

３．配当利回り（単純平均）で比較した場合、ＴＸ株式会社の配当利回りは東証グロース全銘柄の平均

（予想ベース）より高い。  



 

－6－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第３問】下記の（問６）～（問８）について解答しなさい。 

 

問６ 

 借地借家法に基づく普通借家権に関する以下の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る語句の組み合わせと

して、最も適切なものはどれか。 

 

存続期間 

期間の定めが 

ある場合 

契約で期間を定める場合、（ ア ）以上とする。（ ア ）未満の 

期間を定めた場合、期間の定めがないものとみなされる。 

期間の定めが 

ない場合 

随時解約の申し入れをすることが可能である。 

・ 賃貸人からの解約の申し入れ 

申し入れの日から（ イ ）経過したときに契約は終了する。た

だし、賃貸人からの解約の申し入れには正当事由を要する。 

・ 賃借人からの解約の申し入れ 

申し入れの日から（ ウ ）経過したときに契約は終了する。 

 

１．（ア）１年 （イ）３ヵ月 （ウ）１ヵ月 

２．（ア）１年 （イ）６ヵ月 （ウ）３ヵ月 

３．（ア）２年 （イ）６ヵ月 （ウ）３ヵ月 

 

問７ 

 建築基準法の用途制限に従い、下表の空欄（ア）、（イ）にあてはまる建築可能な建築物の組み合わせ

として、最も適切なものはどれか。なお、記載のない条件については一切考慮しないこととする。 

 

用途地域 建築物の種類 

第一種低層住居専用地域 （ ア ）、神社 

工業地域 （ イ ）、自動車整備工場 

 

１．（ア）大学  （イ）病院 

２．（ア）中学校 （イ）診療所 

３．（ア）中学校 （イ）病院  

 

  



 

－7－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

問８ 

 建築基準法に従い、下記＜資料＞の土地に建築物を建築する場合、その土地に対する建築物の建築面

積の最高限度として、正しいものはどれか。なお、記載のない条件については一切考慮しないこととす

る。 

 

＜資料＞ 
 

 
 

 

１．   ２４０ｍ2 

２． １,０８０ｍ2 

３． １,２００ｍ2 

 

  

・ 準工業地域 

・ 指定建蔽率 ８０％ 

・ 指定容積率 ４００％ 

・ 前面道路に対する 

法定乗数  ６／１０ 

幅員６ｍ市道 

１５ｍ 

２０ｍ 

３００ｍ
2
 



 

－8－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第４問】下記の（問９）、（問１０）について解答しなさい。 

 

問９ 

 馬場栄治さんが加入している終身医療保険（下記＜資料＞参照）の保障内容に関する次の記述の空欄

（ア）にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、保険契約は有効に継続しているものとす

る。また、栄治さんはこれまでに＜資料＞の保険から保険金および給付金を一度も受け取っていないも

のとする。 

 

＜資料＞ 
  
保険種類 終身医療保険（無配当） 保険証券記号番号 △△△－×××× 

 

保険契約者 馬場 栄治 様 保険契約者印 

◯馬場  

 
◆契約日 

２０１６年８月１日 

◆主契約の保険期間 

終身 

◆主契約の保険料払込期間 

終身 

被保険者 
馬場 栄治 様 

契約年齢 ４５歳 男性 

受取人 

〔給付金受取人〕被保険者 様 

〔死亡保険金受取人〕馬場 美穂子 様 

＊保険契約者との続柄：妻 
 

■ご契約内容 

給付金・保険金の内容 給付金額・保険金額 保険期間 

入院給付金 

日額 １０,０００円 

＊病気やケガで１日以上の入院をした場合、入院開始日

を含めて１日目から支払います。 

＊同一事由の１回の入院給付金支払い限度は６０日、通

算して１,０００日となります。 

終身 

手術給付金 

給付金額 入院給付金日額×１０・２０・４０倍 

＊所定の手術を受けた場合、手術の種類に応じて、手術

給付金（入院給付金日額の１０倍・２０倍・４０倍）

を支払います。 

死亡・高度障害保険金 

保険金 １,０００,０００円 

＊死亡または所定の高度障害状態となった場合に支払い

ます。 
 

■保険料の内容 ■その他付加されている特約・特則等 

払込保険料合計  ×,×××円／月  保険料口座振替特約 

＊以下余白 払込方法（回数）：年１２回 

払込期月    ：毎月 
 

 

 

栄治さんは、２０２２年１月にくも膜下出血で救急搬送され、緊急手術（給付倍率４０倍）を受

け、継続して７３日間入院した。さらに、２０２２年７月に肺炎で１０日間入院した。支払われる

保険金および給付金は、合計（ ア ）である。 

 

  



 

－9－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

１． １,０００,０００円 

２． １,１００,０００円 

３． １,２３０,０００円 

 

問１０ 

 損害保険の保険種類と事故の内容について記述した下表１～３のうち、対応する保険で補償の対象と

ならないものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないこととする。 

 

 保険種類 事故の内容 

１ 個人賠償責任保険（特約） 
被保険者が仕事で自転車を使用中に、誤って歩行者と接触

し、ケガをさせた場合の損害賠償責任の補償 

２ 

住宅火災保険 

［補償内容］ 

・ 火災、落雷、破裂、爆発 

・ 風災、ひょう災、雪災 

保険の対象である自宅建物の隣家から火災が発生し、延焼に

より自宅建物が全焼した場合の建物の損害の補償 

３ 普通傷害保険 
草野球チームの試合中にバットが足に直撃し、被保険者が骨

折した場合のケガの補償 

 

  



 

－10－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第５問】下記の（問１１）、（問１２）について解答しなさい。 

 

問１１ 

 佐野さんの２０２２年分の収入は、下記＜資料＞のとおりである。＜資料＞の空欄（ア）と（イ）に

あてはまる所得の種類の組み合わせとして最も適切なものはどれか。 

 

＜資料＞ 

所得区分 収入等の内容 備考 

（ ア ） 剰余金の分配２０万円 上場株式等の利益剰余金に係る分配である。 

（ イ ） 受取保険金１００万円 
保険期間２０年の一時払養老保険の満期保険金（契約者・保
険料負担者は佐野さん）。一時金で受け取っている。 

 

１．（ア）利子所得 （イ）一時所得 

２．（ア）配当所得 （イ）雑所得 

３．（ア）配当所得 （イ）一時所得 

 

問１２ 

 落合さんは、個人でアパートの賃貸をしている青色申告者である。落合さんの２０２２年分の所得お

よび所得控除が下記＜資料＞のとおりである場合、落合さんの２０２２年分の所得税額として、正しい

ものはどれか。なお、落合さんに＜資料＞以外の所得はなく、復興特別所得税や税額控除、源泉徴収税

額、予定納税等については一切考慮しないこととする。 

 

＜資料＞ 
 

［２０２２年分の所得］ 

不動産所得の金額 ５８０万円 

※必要経費や青色申告特別控除額を控除した後の金額である。 

 

［２０２２年分の所得控除］ 

所得控除の合計額 １３０万円 

 

＜所得税の速算表＞ 

課税される所得金額 税率 控除額 
１,０００円 から １,９４９,０００円 まで  ５％ ０円 

１,９５０,０００円 から ３,２９９,０００円 まで １０％ ９７,５００円 
３,３００,０００円 から ６,９４９,０００円 まで ２０％ ４２７,５００円 
６,９５０,０００円 から ８,９９９,０００円 まで ２３％ ６３６,０００円 
９,０００,０００円 から １７,９９９,０００円 まで ３３％ １,５３６,０００円 

１８,０００,０００円 から ３９,９９９,０００円 まで ４０％ ２,７９６,０００円 
４０,０００,０００円 以上 ４５％ ４,７９６,０００円 

（注）課税される所得金額の１,０００円未満の端数は切捨て 

 

１． ９００,０００円 

２． ７３２,５００円 

３． ４７２,５００円 



 

－11－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第６問】下記の（問１３）、（問１４）について解答しなさい。 

 

問１３ 

 ２０２３年１月５日に相続が開始された皆川健太郎さん（被相続人）の＜親族関係図＞が下記のとお

りである場合、民法上の相続人および法定相続分の組み合わせとして、正しいものはどれか。なお、記

載のない条件については一切考慮しないこととする。 

 

 

＜親族関係図＞ 

 

※夏希さんと智彦さんは適法に相続を放棄している。 

 

 

１．美千子 ２／３  喜美子 １／３ 

２．美千子 １／２  喜美子 １／２ 

３．美千子 １／２  莉緒  １／２ 

 

問１４ 

 相続開始後の各種手続きにおける下記＜資料＞の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わせと

して、最も適切なものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないこととする。 

 

＜資料＞ 

手続きの種類 行うべき手続きの内容 

相続の放棄または限定承認 
原則として、相続の開始を知った時から３ヵ月以内に（ ア ）

に申述書を提出 

相続税の申告と納付 
相続の開始を知った日の翌日から（ イ ）以内に被相続人の死

亡時の住所地の所轄税務署長に申告書を提出 

 

１．（ア）地方裁判所 （イ） ６ヵ月 

２．（ア）地方裁判所 （イ）１０ヵ月 

３．（ア）家庭裁判所 （イ）１０ヵ月 

喜美子 

智彦(※) 

美千子 

梨絵 

（すでに死亡） 

 
莉緒 

憲次 

(すでに死亡) 

慶太 夏希(※) 

皆川 健太郎（被相続人） 



 

－12－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

【第７問】下記の（問１５）～（問２０）について解答しなさい。 

 

＜設例＞ 

木内智洋さんは株式会社ＱＡに勤める会社員である。智洋さんは、今後の生活設計についてＦＰで

税理士でもある近藤さんに相談をした。なお、下記のデータはいずれも２０２３年１月１日現在の

ものである。 

 

［家族構成（同居家族）］ 

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考 

木内 智洋 本人 １９６８年１２月２４日 ５４歳 会社員 

    美奈子 妻 １９７２年 ３月 ３日 ５０歳 会社員 

   昇太 長男 ２００３年 ８月１０日 １９歳 大学生 

 

［保有財産（時価）］ （単位：万円） 

金融資産  

普通預金 ２４０ 

定期預金 ４００ 

投資信託 ３５０ 

上場株式 ２１０ 

生命保険（解約返戻金相当額） ５０ 

不動産（自宅マンション） ３,７００ 

 

［負債残高］ 

住宅ローン（自宅マンション）：８００万円（債務者は智洋さん、団体信用生命保険付き） 

 

［その他］ 

上記以外については、各設問において特に指定のない限り一切考慮しないものとする。 

 

  



 

－13－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

問１５ 

 ＦＰの近藤さんは、木内家のバランスシートを作成した。下表の空欄（ア）にあてはまる金額として、

正しいものはどれか。なお、＜設例＞に記載のあるデータに基づいて解答することとする。 

 

＜木内家のバランスシート＞ （単位：万円) 

    

[資産］ ××× ［負債］ ××× 

負債合計 ××× 

［純資産］ （ ア ） 

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ××× 

 

１． １,２５０（万円） 

２． ４,１００（万円） 

３． ４,１５０（万円） 

 

問１６ 

 智洋さんは、６０歳で定年を迎えた後、公的年金の支給が始まる６５歳までの５年間の生活資金に退

職一時金の一部を充てようと考えている。仮に、退職一時金のうち５００万円を年利２.０％で複利運

用しながら５年間で均等に取り崩すこととした場合、年間で取り崩すことができる最大金額として、正

しいものはどれか。なお、下記＜資料＞の３つの係数の中から最も適切な係数を選択して計算し、円単

位で解答すること。また、税金や記載のない事項については一切考慮しないこととする。 

 

＜資料：係数早見表（年利２.０％)＞ 

 減債基金係数 現価係数 資本回収係数 

５年 ０.１９２１６ ０.９０５７ ０.２１２１６ 

※記載されている数値は正しいものとする。 

 

１． １,０６０,８００円 

２．   ９６０,８００円 

３．   ９０５,７００円 

 



 

－14－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

問１７ 

 智洋さんの年金加入歴は下記のとおりである。仮に、智洋さんが現時点（５４歳）で死亡した場合、

智洋さんの死亡時点において妻の美奈子さんに支給される公的年金の遺族給付に関する次の記述のうち、

最も適切なものはどれか。なお、智洋さんは、入社時（２２歳）から死亡時まで厚生年金保険に加入し

ているものとし、遺族給付における生計維持要件は満たされているものとする。また、昇太さんに障害

はないものとする。 

 

 

 

１．中高齢寡婦加算額が加算された遺族厚生年金と死亡一時金が支給される。 

２．中高齢寡婦加算額が加算された遺族厚生年金が支給される。 

３．中高齢寡婦加算額が加算された遺族厚生年金と寡婦年金が支給される。 

 

問１８ 

 智洋さんは、将来親の介護が必要になり仕事を休んだ場合、雇用保険からどのような給付が受けられ

るのか、ＦＰの近藤さんに質問をした。近藤さんが行った雇用保険の介護休業給付金に関する次の説明

の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。 

 

 

「介護休業給付金は、雇用保険の一般被保険者または高年齢被保険者が対象家族の介護をするため

に休業をした場合に支給されます。支給日数１日当たりの支給額は、休業中に賃金が支払われない

場合、休業開始時賃金日額の（ ア ）％相当額で、同一の対象家族について通算（ イ ）日

（（ ウ ）回まで分割可能）を限度に支給されます。」 

 

 

１．（ア）６７ （イ）９０ （ウ）２ 

２．（ア）６８ （イ）９３ （ウ）３ 

３．（ア）６７ （イ）９３ （ウ）３ 

 

国民年金加入 

（保険料納付済） 
厚生年金加入 

▲ 
２０歳 

▲ 
２２歳 

▲ 
５４歳 



 

－15終－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2023.1.22) 

問１９ 

 智洋さんは、今後高齢の親の介護が必要になった場合を考え、公的介護保険制度について、ＦＰの近

藤さんに質問をした。近藤さんが行った介護保険に関する次の説明の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる

数値または語句の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。 

 

 

「介護保険では、（ ア ）歳以上の者が加入者となり、保険料は（ イ ）負担します。介護保険

の給付を受けるためには、（ ウ ）の認定を受ける必要があり、認定審査の判定結果は、『要介護

１～５』『要支援１・２』『非該当』と区分されます。要介護と認定されると居宅サービス、施設サ

ービスのどちらも利用できます。」 

 

 

１．（ア）４０ （イ）生涯    （ウ）市町村または特別区 

２．（ア）６５ （イ）８０歳まで （ウ）都道府県 

３．（ア）４０ （イ）８０歳まで （ウ）市町村または特別区 

 

問２０ 

 智洋さんは、下記＜資料＞の外貨定期預金キャンペーンに関心を持っている。預入条件が＜資料＞の

とおりであるとき、ＦＰの近藤さんの次の説明のうち、最も不適切なものはどれか。 

 

＜資料＞ 
 

米ドル定期預金８％（年利・税引前・１ヵ月もの） 

＊円貨から預け入れた場合のみ適用 

＊原則、中途解約不可 中途解約利率適用 

 

 

１．「外貨預金は預金保険制度の対象外となっています。」 

２．「元金１万ドルを預けた場合、満期時には税引前・米ドルベースで８００ドルの利息を受け取るこ

とができます。」 

３．「円貨から外貨定期預金を始める際は、ＴＴＳレート（対顧客電信売相場）が適用されます。 

 


